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ⅠⅡＡＢ分野の最重要ポイント整理 

■２次関数  
◇ 文字係数の頂点 微分も利用できる． 平行移動は全体を追うか頂点を追う 

◇ 区間における最大最小のコツ，区間固定方式 と定幅区間の問題  

  問題 aは定数とする．関数 )2(54)( 2 �dd�� axaxxxf について， 

       (1)最大値 Mを求めよ．  (2)最小値ｍを求めよ． [（3）M-m の問題 ] 

◇ Ｘ軸から切り取る弦の長さ→[裏技]合同な
2axy  に帰着 

類 円が切り取る弦の長さ→ピタゴラス 

2 次曲線が切り取る弦の長さ→ )(1 2 DE �� m ，（mは弦の傾き）（解と係数の関係利用） 
問題 2 次関数 622 ��� aaxaxy の頂点は（   ，   ）また，グラフが 

x軸から切り取る線分の長さが 62 になる  a     である． 

◇ 解の分離問題 解の分離  

問題 2次方程式 04322  ��� aaxx が次のような解をもつ定数aの値の範囲を求めよ． 
  (1) ２より大きい異なる２解をもつ (2) ２より大きい解と２より小さい解をもつ 

  (3) 21 dd x の範囲で解をもつ   (4) 少なくとも 1つの正の解をもつ  

  別解 定数分離法  (完全分離) 

)32(42 � � xax または（数Ⅲ）の内容まで学ぶと
32
42

�
�

 
x

xa で解決できる 

■数論 素数 素因数分解の一意性  互いに素 
無限にある自然数の有限化＝剰余類 と 数学的帰納法 

整数と格子点  

問題 平面上の 3点 ),0(),0,(),0,0( nn を頂点とする三角形の  

周および内部にある格子点の個数 nS を求めよ． 
剰余類 の考え方は自然数をグループ分けして有限個の世界に帰着すること 

問題 Nn� のとき， nn �5
は５で割り切れることを証明せよ．   

     “ nn p � は pで割り切れる（フェルマーの小定理）” 
有理数＝比数＝整数の比に書ける数 「万物は数（自然数）である」ピタゴラス 

 有理数であるか否かの証明 e,,1tan,3log,2 2 Sq  

無理数＝有理数でない数（否定的に定義される） だから 

無理数の証明は背理法で有理数と仮定すると矛盾することを示す 

実数 整数部分と小数部分 

複素数 

■ 論理 「¬ ∧ ∨ →   �� 」 
◇ 必要十分 「 qpo 」が真⇔ QP �  ∴「ｐならば例外なくｑ」と読め， 出発十分前，

領域は絶対値・円，逆・裏・対偶，否定（ド・モルガンの法則），任意と存在 

☆問題(1) 条件「 2!x または 3��x 」の   は「 23 dd� x 」である． 

(2) 実数 vu, について，命題「 0 � vu ならば 012 !�� vu 」は   である． 

(3) 正の整数 ba, について，命題「 ba, がともに偶数ならば，abは４の倍数である」と，
命題「abが４の倍数でないならば， ba, のうち少なくとも一方は奇数である」 
は   の関係にある． 

(4) 4��s  は ， 3|1| !�s  であるための    である． 

解答群「十分条件 必要条件 必要十分条件 真 偽 かつ または ならば  

逆 裏 対偶 否定 反例」 

N  

4  

2  1 

3  0  
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■三角形 
◇ 円に内接する四角形、和=180°，○定理と×定理 ダブル余弦問題∞問題 

Ｒ（外接円の半径）は正弦定理，余弦定理，面積の公式 ｒ（内接円の半径）はＳ＝ｓｒ 

面積の最大値，中線の長さは中線定理 と 角の２等分線の長さは面積から 

ブラマグプタの公式 

問題 2,3,4,2     DACDBCAB の四角形 ABCDについて 
(1) BCAD // のとき，対角線 ACの長さ xを求めよ． 
(2) 四角形 ABCDが円に内接するとき，四角形の面積Sを求めよ． 
問題 q � 120A ， 3 AB ， 5 AC の ABC' について，次の各問いに答えよ． 

(1) ABC' の面積 S   
(2) 辺BCの長さ  
(3) ABC' の内接円の半径 rおよび外接円の半径Rを求めよ． 
(4) A� の 2 等分線とBCの交点をDとする．このとき，線分BD， ADのそれぞれ

の長さを求めよ． 

■平面図形 
   接弦定理 方べきの定理 メネラウス・チェバの定理 同一円周上条件 

 

   共線条件： ABtAP   

  共面条件： ACtABsAP �  

  共円条件：円周角の定理の逆，方べきの定理の逆，接弦定理の逆，和＝１８０度の逆 

 

■確率 
◇ サイコロ２個の確率は６６表，コイン，じゃんけん，サイコロ 3個，変形サイコロ， 

特に球 2個（２回）非復元抽出の問題も上三角直積空間で 

一見複雑そうな問題でもこの直積空間で数える問題であることが多い. 

問題 １個のサイコロを 2回投げ，出た目を順に ba, とし，2次方程式 02  �� baxx   

を作る．この方程式の解が重解である確率は[    ] 

   サイコロ３個投げたとき目の和が５以下となる確率は［    ］ 

問題 CBA ,, の 3人がじゃんけんをする． 

    １人だけが勝ったときは，勝った人に 3点，負けた人に 0点 

    ２人が勝ったときは，  勝った人に２点，負けた人に 0点  

    あいこになったときは（勝負がつかなかったとき），3人に 1点ずつ与えられる． 

   じゃんけんを 1回するとき， Aの得点の期待値を求めよ． 
 

◇ 同じものを含む確率は異なると見て同様に確からしい根元事象をとらえる 

赤球白球問題   順列の問題 

 

◇ 反復試行定理 rp ＝ rnr
rn qpC �

 ),2,1,0( nr L  

 

◇ Ｘの期待値を求める問題 はすぐにＸの確率分布表を作ることに着手せよ． 

 

     Ｘのとる値                               確率の合計 

      その確率 P                                 1 

 

◇ 時系列の問題 時間とともに変化する状況の図を描いて試行する. 
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 ☆問題 赤，青，黄，緑の 4 色のカードが 5 枚ずつ計 20 枚ある．各色のカードにはそれぞ

れ 1から５までの番号が 1つずつ書いてある．この２０枚の中から 3枚を 1度に取り出す

とき，次の問に答えよ． 

(1) 3 枚がすべて同じ番号となる確率を求めよ． 

(2) 3 枚が色も番号もすべて異なる確率を求めよ． 

(3) 3 枚のうち赤いカードがちょうど 1枚含まれる確率を求めよ． 

(4) 3 枚の中にある赤いカードの枚数の期待値を求めよ． 

 

■整式 
整式の変形には 展開と因数分解と A＝BQ＋Ｒの形にすること． 

  剰余に関する問題は 恒等式 A＝BQ＋Ｒで解決できる 

 

■高次方程式の解は特に根ともいう 
◇ 「ｎにはｎを」複素数係数の n次方程式は 

複素数の範囲にｎ個の解を持つ（代数学の基本定理） 

例３次方程式は[ ３ ]個解を持つ 

◇ 解と係数の関係を使うと劇的に解決される． 

023  ��� dcxbxax  ),,0( Ccba �z の３解を JED ,, とすると  

a
b
� �� JED ，  �� JDEJDE

a
c
，

a
d
� DEJ  

問題 3次方程式 063  �� baxx が ia 3� を解にもつとき，実数 ba, の値と実数解を求めよ． 
◇ 特に実係数のｎ次方程式は「共役ペアー」虚数D が解ならば共役なD も解である 

実係数の３次方程式が i21� を解に持つとき，［ i21� ］も解、あと１解は実数解 

例実係数の３次方程式は必ず１実数をもつ )( 実数�x (２次式)＝０の形 

   ２重解，3重解， 異なる３実数解， 整数解条件などへ 

１実解は簡単にして，さらに２次方程式の解の分離へ 解の分離 

問題 )4(2)2(3)3()( 23 ������ axaxaxxf のとき， 

0)(  xf が互いに異なる 3つの正の解をもつときのaの値の範囲を求めよ． 
「関連」４次，５次の相反方程式ｎ乗根ａ n a  ，a（ C� ）の n乗根・ axn  の根 

■図形と方程式 
◇円の一般形・標準形・円になる条件 

◇円の接線の公式 一般の２次曲線での公式 

接点T の座標はベクトル的手法 CTOCOT � が有効 

◇ 平行移動・点対称・線対称 

◇ 円と直線の弦の長さはピタゴラスの定理から   

１点と直線との距離の公式 
22

00 ||

ba

cbyaxd
�

��
  

問題 ①円 922  � yx 上の点 )5,2( � における接線の方程式を求めよ． 

 ②円 522  � yx に点 )1,3(A からひいた接線の方程式・接点を求めよ． 

   ③直線 0432:  �� yxl に関する，点 )1,3(A の対称点Bの座標を求めよ． 
④異なる二つの円 02622  ����� mymxyx ， 042222  ���� myxyx  

の２つの交点を結ぶ弦の長さが２のとき，mの値を求めよ． 

実数係数 
 
 
12345次 
    虚数係数 
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■ 軌跡と領域 
◇ ),( YX と置く ， なくす文字と残す文字， 変域に注意 

◇ 領域における最大最小のパターン 境界は円 ２次元絶対値 領域に文字も 

yax � =k（傾きが文字で場合分けがいる直線群）  
22 yx � =k（点との距離の 2乗） 

x
y 1�

=k  （点との傾き） ダイレクト法 

問題 点 ),( yx が不等式 1)2()3( 22 d��� yx の表す領域上の点を動くとする．このとき， 

(1)
22 yx � の最大値  (2)

x
y
の最大値  (3) yx 1010 � の最大の整数値  を求めよ． 

◇ 曲線群の通過領域の問題 解の分離パラメーターの次数 が 1次 2 次 3 次 

問題 xy平面上に直線 ttxtylt 22)12(: 2 ��� がある． 

(1) tがすべての実数を動くとき， tl の通り得る範囲を図示せよ． 
(2) tが 10 dd t を動くとき， tl の通り得る範囲を図示せよ． 
（方法１） ｔを主役に ｔの関数 ),,()( yxtFtZ  のｔ軸との交点の存在条件 

（方法２） ほうらく線とは 曲線群すべてに接する曲線のこと（Envelope） 

      これより通過領域を考える 

     （方法３） 1 変数固定 0xx   として )(tFy  の値域を求める 

     (方法４)  接線群（接直線 接曲線）であることを示す   平行移動曲線群 

■三角関数 （円関数ともいう：単位円で定義） 
◇ 単振動合成の公式（ＳＯＳの公式） と 方程式・不等式・グラフ 

  ① TT cossin3 � を )sin( DT �r の形に表すと[ )
6

sin(2 ST �  ] 

   [裏技] )sin,(cos TT と )3,1(� の内積から )120cos(12sin3cos q��� �� TTT  

の Max.Min を捉える 

  ② 1)
6

sin(cos)( ��� 
STTTf を )sin( DT �r の形に（加法定理から角を揃えてから）． 

  ③ xCxxBxAxF 22 sincossincos)( �� を pxrpxr �� �� )
2

(2sin)2sin( DD の形に 

2
2cos1cos2 xx �

 ， xxx 2sin
2
1cossin  ，

2
2cos1sin 2 xx �

  

次数下げ公式（半角の公式）で 2次→１次に「頻出」 

ｙ＝ )2sin( D�xr  ， )2sin( D�xr =a ， )2sin( D�xr >a  

④応用問題からテーマ③を構成する 

☆問題 図のような中心角 q60 の扇形OABに内接する長方形PQRS  
を考える．なお， 1 OA とする． 

(1) T �AOP とするとき，RS の長さをTを用いて表せ． 
(2)  長方形PQRSの面積Sの最大値とそのときのTを求めよ． 

◇  実数解の個数の問題 文字係数 aを含む形で出題 角をそろえる 

三角・指数･対数などの複雑なもので 置き換えで易しい２つの関数・グラフに帰着 

  ｙ＝ )(Tf のグラフ 難 

Tsin t （Tの範囲）のグラフ 易 と ｙ＝ )(tg （ 11 dd� t ）のグラフ 易 

  )
4

sin(2cossin STTT � � t （Tの範囲）とｙ= )(tg （ 22 dd� t ）のグラフ 

O  A  

B  

Q  

R  S  

P  
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☆問題 aを実数の定数とする． xについての方程式 
 012cos42cos  ��� axax  

の S20 �d x で異なる実数解の個数は，定数aの値によってどのように変わるか． 

Hint 定数分離法  022  �� aatt ⇔ )
2
1(22 � tat  

    )20(,cos S�d xxt ・・①と

°̄

°
®
­

� 

 

)
2
1(2

2

tay

ty
･･② のグラフから分類すると明快 

■指数・対数関数 小さい文字を主役にする対数 
◇おきかえ→整関数 相加・相乗平均の関係 

 )222222  t� �� xxxxt （ xの範囲）とｙ= )(tF （ td2 ）のグラフ 

☆ 問題 関数  y )33(299 xxxx a �� ��� の最小値を求めよ．  区間固定方式 

 

◇ 指数・対数 方程式と不等式 対数方程式の解 文字係数 a を含む形で出題して，底をそ

ろえる logをはずした２次方程式の真数及び底の条件の範囲における 

解の分離問題となる．底による場合分けは重要 

・
¯
®
­

!
!

0)(
0)(

xg
xf

という前提条件の下で  )()()(log)(log xgxfxgxf aa  �  

・

°
¯

°
®

­

¯
®
­

 
!

�
 
!
!

� 
)()(

0)(

)()(
0)(
0)(

)(log)(log
xgxf

xf

xgxf
xg
xf

xgxf aa
 解の分離 

 

対数不等式 

☆問題 方程式 062329 2  ����� aaa xx
を満たす xの正の解，負の解が 1 つずつ存在

するような，定数aの値のとる範囲を求めよ． 
 

問題 xについての方程式 )6(log)3(log 93 � � kxx が相違なる２つの解をもつように，

実数 kの範囲を求めよ．              グラフに帰着 
 

■ 微分  

◇接線の問題 [定義]共通接線⇔
¯
®
­

 
 

)(')('
)()(
DD
DD

gf
gf

 引ける接線の数（key は変曲点） 

問題 
2xy  と

3xy  の共通接線の方程式を求めよ．  

 

◇ 引ける接線の数 

[知得]その曲線と漸近線と変曲点における接線を境界として場合分けになる 

問題 xxxxf 42)( 23 ��  に対して 点 ),0( k から曲線 )(xfy  に引くことができる

接線の本数を kの値によって調べよ． 
 

◇文字３次方程式･関数の問題 場合分け 

 

◇極値の分離問題 ｙ’のグラフの形状に帰着 解の分離 
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b  

p  

tt �1:  

１

：

２ 

2
ED �

☆問題 関数 12332)( 23 ���� aaxxxf （ aは正の定数）があり，この極小値は正である． 
（１） )(xf の極小値をaで表せ．また，aのとりうる値の範囲を求めよ． 
（２）0≦ x≦ 2における )(xf の最大値を )(aM とするとき， )(aM を aで表せ． 
（３）（２）で求めた )(aM について， )(aM ＝ kとなるようなaがただ１つ存在するとき， 

定数 kのとりうる値の範囲を求めよ． 
 

 

■ 積分 
◇ 積分方程式 直線（接線）と放物線で囲まれた部分の面積の色々な６３公式  

面積の最小値に相加・相乗平均の関係を利用する問題   （最高次の係数a）と幅 
２次         ３次       ４次      で決まる量 

 

                         

 

  
3

6
||
幅

aS      
4

12
||
幅

aS         
5

30
||
幅

aS          

  ア       イ        

 

 

        

 

 

アイ
3

6
||

2
1

幅
aS   ，  3)(

6
1))(( DEED

E

D
�� ��³ dxxx  ， ³ ��

�
 � � Cx

n
dxx nn 1)(

1
1)( DD  

アで接線が x軸であるケースが見抜けるかがポイント 

☆問題 放物線 
2: xyC   上の点 ),( 2ttP )0( !t におけるCの接線と直交しPを通る直

線を lとする．Cと lで囲まれる部分の面積をSとする．次の問に答えよ． 
(1) lの方程式を求めよ．  
(2) Sを tの式で表せ． 
(3) tが 0!t の範囲を動くとき，Sの最小値とそのときの tの値を求めよ． 
問題 ２つの曲線

2xy  ･･･① xxy 42 � ･･･② の共通接線を lとする． 
(1) 共通接線 lの方程式を求めよ． 
(2) 曲線①と lの接点 および 曲線②と lとの接点 の x座標を求めよ． 
(3) ２つの曲線①と②および lで囲まれる部分の面積Sを求めよ． 

☆問題 放物線
22: xxyC �  と，C上の点 )2,( 2tttP � について，次の問いに答えよ． 

ただし， 0!t とする． 

(1)点PにおけるCの接線 lの傾きが正であるような tの値の範囲を求めよ． 
(2)(1)の tについて，C， l，および x軸で囲まれる図形の面積が y軸で 2 等分されるよ
うな tの値を求めよ． 

 

■平面ベクトル・空間ベクトル 
◇ 交点ベクトル問題とメネラウスの定理（コンニャクに串） 

角の二等分線の定理とひし形，垂線：垂直条件は内積＝０ 

◇ いろいろなアプローチの方法が  和とスカラー倍だけで  

メネラウス直線のベクトル方程式（１点と方向ベクトル） 

L� 2axy
 L� 2axy

 

2
ED �  



 7 

O

A

B

M

C

)1(: tt �  分点公式は
比の和

タスキがけ(外分は一方をマイナスにして適用) 

図のOPを ba, で表せ．[              ] 
◇ ベクトルの大きさとなす角 なす角は計算しやすいベクトルで 

   ��� � )2()2(|2| 2 bababa ・・・・，
||||

cos
¡'

¡�'
 T ＝・・・・ 

◇ 垂直⇔内積＝０ 

◇ 面積 面積比 体積 体積比 
222 )(||||

2
1 babaS �� ， ShV

3
1
  

☆問題垂直→交点→面積 

問題 

三角形OABがあり， 3 OA ， 4 OB ， q � 60AOB とする．また，辺OB
の中点をM とし，辺 AB上に点Cを OBCM A となるようにとる．なお，

aOA  bOB  とする． 

(1) 内積 ba � の値を求めよ． 
(2) ベクトルOCを a，bを用いて表せ．さらに線分の長さの比 CBAC : を

最も簡単な整数比で表せ． 

(3) AOB� の二等分線と辺 AB，線分CM との交点をそれぞれ ED, とする． 

ベクトルOEを a，bを用いて表せ．このとき，三角形CDEと三角形OEM の面積の 
比を最も簡単な整数比で表せ． 

問題 正四面体OABCの辺 ABを 5:3 に内分する点をK，辺OCを 4:3 に内分する点を L， 
線分KLの中点をM とする．さらに，直線CM と平面OABの交点をN とする． 
このとき， aOA  ， bOB  ， cOC  として，以下の問に答えよ． 

(1)KLおよびOM をそれぞれa，b， cを用いて表せ． 

(2)ONをa，bを用いて表せ． (3) CON�cos の値を求めよ． 

 

■ 空間図形の顔 ベクトル・媒介・デカルト 
◇共線条件・共面条件は指先でいくか指でいくか，成分でいくか 
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媒介変数表示 ， t

n
zz

m
yy

l
xx

 
�

 
�

 
� 000  
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媒介変数表示 

平面 0)(  �� axn  ， 0
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   ， 0 ��� dczbyax  

球面 rcx  � || ， 0)()(  ��� bxax  ， 
2222 )()()( rczbyax  �����  
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◇ 垂線の足を求める問題  直線への垂線と平面への垂線 
°̄
°
®
­

A
A�A

bn
ann D  

方法１ 大きさの最小値を２次関数の・・・，方法２ 最小といえば 垂直（内積＝０） 

 

◇ ベクトルの外積の計算  

問題３点 )1,4,1( �A ， )3,3,0( �B ， )2,4,0( �C がある．次の座標を求めよ． 

(1)直線 ABに原点から下ろした垂線の足H  (2)平面 ABCに原点から下ろした垂線の足K  
 

◇ 空間図形 

  直線の方程式の横綱 1点と方向ベクトル  t
n

zz
m

yy
l
xx

 
�

 
�

 
� 000  

  平面の方程式 1 点と法線ベクトル     0 ��� dczbyax  

  球面の方程式 中心と半径         
2222 )()()( rczbyax  �����  

問題空間図形の位置関係の問題 

  １点 )0,2,1(P ， 

 直線 :l
41

3
2

1 zyx
 

�
 

�
 ， :m

3
2

2
1

1
1 �

 
�

 
� zyx

    

 平面 :D 12  �� zyx ， :E 1 �� zyx ， 

球面 :S 25)3()2()1( 222  ����� zyx                           

①１点と直線との距離  垂線の足   ②１点と平面との距離(公式) 垂線の足 

③２直線のなす角 最短距離 交点  ④２平面のなす角 交線  

⑤直線と平面の交点 なす角 垂線の足⑥平面と球面の交円（交円の中心・半径・面積） 

■ 数列 
2つ以上与えそれから 

◇等差と等比の一般項と部分和の公式 

◇①整式列はΣの公式 ②等差＊等比型の和はＳ－ｒＳ ③  na F(n+1)－F(n) 

  ¦
 

��
n

k
kk

1

2 )1(     ¦
 

�
n

k

kk
1

12          ¦
 �

n

k kk1 )1(
1

  

◇∑で添え字をやや複雑に与えて混乱させる問題 

シグマをはずす，だらだら書いたら見えてくる． 

   nS ¦
 

��

n

k
knkba

1
)1( ＝ 12123121 bababababa nnnnn ����� ��� L  

   nS )
62

11(
1 1
¦
 � �

�
n

k kkk baa
 

◇漸化式はパターン分類 

  ① qpaa nn � �1  は必須   321 � � nn aa   ， 
121 �

 �
n

n
n a

aa  

② )(1 nfaa nn � �        
n

nn aa 21 � �  

③ )(1 nfpaa nn � �       
n

nn aa 231 � �  ， naa nn 431 � �  

  ④ nS と na を含む漸化式    naS nn � 3  

⑤ )(1 nn afa  �  

⑥積型     ⑦連立    ⑧その他 
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☆問題 等差数列 }{ na の n項の和を nS とするとき， 17510  S ， 37515  S を満たす． 

数列 }{ nb は， 51  b ， 321 � � nn bb ),3,2,1( L n  を満たしている． 

(1) na を求めよ．(2) nb を求めよ．(3) ¦
 �

�
n

k kk
kk aa

ba
1 1

)1( を nを用いて表せ． 

◇ 群数列は群番号・群個数・通し番号 一般の部分を書き込み思考錯誤せよ 

問題 数列 １２２３３３４４４４５５５５５６・・・・・・・について 

 (1)第５０項目 (2)５０項目までの和 を求めよ． 

 

◇ 数学的帰納法の原理を理解し，何を証明すればよいかその式の書き出しが大切 

タイプ例 
¯
®
­

 �o ),4,3,2(:)]1()([
:)2(

LkkPkP
P

真

　真　　　　　　　　　
 ⇒ ),4,3,2(),( L nnP ：真 

かなり複雑な命題の証明問題が出る．ごまかしはしない． 

 

＜帰納法による証明法＞ 

○ ),3,2,1()( L kkp の証明（難）を「 )1()( �� kpkp 」の証明（できないかもしれないが

一般に易である）に帰着できることがある．つまり 前提条件と )(kp から )1( �kp を導く

（易）または， )1( �kp を 前提条件と )(kp を用いて証明する．（最も易） 

これが不可能なら「p(k)∧p(k+1)⇒p(k+2)」の証明など他のパターンで可能な事もある． 

  

○漸化式の帰納的方法による解法 

予想を帰納法で証明するときの帰納法のタイプは漸化式で決まる。 

  

 ○「 Nn� ： )(np 」、「 :Nn�� )(np 」の違い判りますか 

   例「 Nn� ： 2!n 」は L,5,4,3 n で真となる条件命題 

「 :Nn�� 2!n 」は全称命題で偽の命題 

「 :Nn�� 2!n 」は存在命題で真の命題 

「 :Nn�� )(np 」は全称命題、「 Nn� ： )(np 」は自然数に関する条件 

 

「 Nn� ： )(np 」と「 Nn� ： )(np o )1( �np 」はまったく違う条件 

①「 :Nn�� )(np 」と②「 :Nn�� )(np o )1( �np 」は違う全称命題 

①が真である事の証明が②に帰着されるというのが帰納法による証明 

だから kn  のとき )(kp がなりたつと仮定すると 

 1� kn として )1( �kp も成り立つという論法は①を使ったことになり誤り 

   ②の :Nn�� は：「 )(np o )1( �np 」全体にかかる 

 

□いろいろな証明法 

＜対偶による証明法＞ 

「 qpo 」の証明（難）を「 pqo 」の証明（易）に置き換える． 

  

＜背理法による証明＞ 

 否定的に定義された命題の証明に有効  ２重否定は肯定で処理がし易い→矛盾を導く 

例 無理数＝有理数でない → 有理数と仮定すると矛盾 

一次独立＝同一直線（平面）上にない→同一直線（平面）上にあると仮定すると矛盾 

非正則＝逆行列がない → 逆行列があると仮定すると矛盾 
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